
あなたは顔で差別
をしますか

藤井輝明／著
講談社／出版

「いくら成績がよくて
も、バケモノは雇えな

い」見た目が理由の差別や人権侵害と著
者との闘いは、このひと言から始まった。
海綿状血管腫による顔面の腫れを受容
し、偏見を乗り越えてきた著者が、その
半生や今の考えを綴った一冊。

鷲
ノ
頭

わ

し

の

ず
（
大
内
）
弘
忠
の
開
基
、
石
屋
真
梁

せ
き
お
く
し
ん
り
ょ
う

禅
師
ぜ
ん
じ

が
開
創
さ
れ
「
瑞
雲
山

ず
い
う
ん
さ
ん

大
寧
護
国
禅
寺

た
い
ね
い
ご
こ
く
ぜ
ん
じ

」

と
称
し
た
。

仙
崎
の
極
楽
寺
の
梵
鐘
、
高
さ
九
十
㎝
の

中
型
で
地
元
の
鋳
物
師
に
よ
っ
て
寛
永
十
六

年
（
一
六
三
九
）に
鋳
造
さ
れ
て
い
る
。
銘
文

に
は
「
諸
行
無
常

し
ょ
ぎ
ょ
う
む
じ
ょ
う

是
正
滅
法

ぜ
せ
い
め
っ
ぽ
う

生
減
減
巳

し
ょ
う
め
つ
め
つ
い

寂
減
為
楽

じ
ゃ
く
め
つ
い
ら
く

長
州
大
津
郡

瀬
戸
崎

せ

と

さ

き

極
楽
寺
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
金
子
み
す
ゞ
の
詩
に
も

詠
わ
れ
て
い
る
極
楽
寺
は
、
浄
土
宗
で
京
都

知
恩
院
の
末
寺
院
で
あ
る
。
梵
鐘
は
最
上
の

音
頭
に
掛
け
て
吊
る
し
、
上
部
の
「
乳
の
間
」

に
乳
首
の
よ
う
な
疣い
ぼ（
風
体
ふ
う
て
い

・
音
韻
お
ん
い
ん

に
関
係
）

が
並
び
、
中
ほ
ど
に
あ
る
「
池
の
間
」
に
銘
文

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
に
よ
っ
て
梵
鐘

の
由
来
が
解
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

開
催
中
！（
11
月
23
日
（日）
ま
で
）

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
（
展
示
室
）

●

日
時
　
12
／
13
（土）

15：

00
〜

紙
芝
居
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
12
／
６
、
12
／
20
（土）

15：

00
〜

絵
本
を
楽
し
む
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
12
／
18
（木）

10：

30
〜

お
は
な
し
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
12
／
27
（土）

15：

00
〜

と
し
ょ
か
ん
た
ま
ご
の
会
（
展
示
室
）

●

日
時
　
12
／
26
（金）

10：

30
〜

長
門
読
書
会
（
研
修
室
）

●

日
時
　
12
／
27
（土）

14：

00
〜

よ
み
っ
こ
く
ら
ぶ
（
ゆ
や
分
館
）

●

日
時
　
12
／
６
・
27
（土）

15：

00
〜

●
11
月
23
日
は
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す

11
月
23
日
（日）
は
勤
労
感
謝
の
日
で
祝
日
と

な
り
ま
す
が
、
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま

す
。
開
館
時
間：

本
館
９：

30
〜
17：

00

分
館
９：

00
〜
17：

00

※
11
月
24
日
（月）
と
25
日
（火）
は
本
館
・
分
館
と

も
休
館
と
な
り
ま
す

●
2008
年
度
上
半
期
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
発
表
！

第
１
位
『
長
野
殺
人
事
件
』
内
田
康
夫

第
２
位
『
一
つ
覚
え
て
三
つ
忘
れ
る
中
高
年
』

綾
小
路
き
み
ま
ろ

第
３
位
『
魔
女
の
盟
約
』
大
沢
在
昌

第
４
位
『
研
ぎ
石
太
吉
』
山
本
一
力

第
５
位
『
タ
イ
ム
・
ラ
ッ
シ
ュ
』
神
永
学

『
女
性
の
品
格
』
坂
東
眞
理
子

『
菜
種
晴
れ
』
山
本
一

『
容
疑
者
Ｘ
の
献
身
』
東
野
圭
吾

『
そ
う
か
、
も
う
君
は
い
な
い
の
か
』

城
山
三
郎

『
長
き
雨
の
烙
印
』
堂
場
瞬
一

【
展
示
会
】「
尾
崎
眞
吾
と
な
か
ま
た
ち
」
好
評

12／６（土）13：30～
「ＭＥＲＲＹ　
ＣＨＲＩＳＴＭＡＳ」

（28分）

長
門
市
内
に
市
指
定
有
形
文
化
財
の
梵
鐘

が
三
ヵ
寺
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。

白
潟
一
区
の
清
月
寺

せ
い
げ
つ
じ

、
こ
こ
に
あ
る
梵
鐘

は
市
内
で
最
古
（
県
内
で
は
四
番
目
）の
も
の

で
小
ぶ
り
で
は
あ
る
が
そ
の
姿
は
美
し
い
。

鐘
に
「
大
和
国

や
ま
と
の
く
に

宇
智
郡

う

ち

ぐ

ん

佐
那
手

さ

な

て

称
林
寺

し
ょ
う
り
ん
じ

正
応
二
年

別
当
べ
っ
と
う

阿
闍
利
覚
弁

あ
じ
ゃ
り
か
く
べ
ん

」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。
か
つ
て
長
門
市
内
の
郷
土
史
家
に

よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
が
称
林
寺
は
現
存
し
な

い
。
清
月
寺
は
天
明
年
間
（
一
七
八
一
〜
一

七
八
八
）
に
創
建
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
に
よ
っ
て
七
二
〇
年
前
の
梵
鐘
が
、

大
和
国
（
奈
良
県
）か
ら
清
月
寺
に
迎
え
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
、
曹
洞
宗
、
瑞
雲
山
大
寧
寺
の
梵
鐘

が
あ
る
。
高
さ
九
七
・
三
㎝
、
中
型
で
あ
る
。

銘
文
に
「
筑
前
州
垣
崎
庄
葦
屋
津

ち
く
ぜ
ん
し
ゅ
う
か
き
ざ
き
の
し
ょ
う
あ
し
や
つ

長
福
寺

ち
ょ
う
ふ
く
じ

」

と
あ
る
。
現
在
の
福
岡
県
芦
屋
あ
し
や

で
あ
り
、
こ

こ
は
、
か
っ
て
は
鋳
物
の
産
地
で
あ
っ
た
と

い
う
。
長
福
寺
は
廃
寺
と
な
り
今
は
な
い
。

こ
の
梵
鐘
も
ど
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
っ
て
こ

こ
に
落
着
い
た
の
か
不
明
と
い
う
。

た
だ
、
大
寧
寺
八
世
足
翁
永

そ
く
お
う
え
い

満
禅
師

ま
ん
ぜ
ん
じ

が
筑

前
生
ま
れ
で
あ
り
、
本
山
総
持
寺
に
勅
住

ち
ょ
く
じ
ゅ
うし

て
い
た
こ
と
、
大
内
氏
が
筑
前
国
と
因
縁
が

あ
っ
た
こ
と
に
因よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
寧

寺
は
周
知
の
如
く
応
永
一
七
年
（
一
四
一
〇
）

梵
鐘

ぼ
ん
し
ょ
う

極楽寺（仙崎）

新
着
案
内
（
本
館
／
一
部
）

「
三
月
の
招
待
状
」
角
田
光
代
、「
き
の
う
の
世

界
」
恩
田
陸
、「
天
空
の
祝
宴
」「
凍
河
」
五
木
寛

之
、「
い
か
だ
満
月
」
山
本
一
力
、「
知
識
ゼ
ロ
か

ら
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
入
門
」
長
田
幸
康
ほ
か

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
“か
ら
だ
”の
社
会
学
」
池
井
望
、「
た
ま
げ
た

録
」
原
田
宗
典
、「
横
綱
の
格
式
」秋
場
龍
一
ほ
か

出
航
前
の
点
検
は
確
実
に
！

大寧寺

清月寺(白潟一区)の梵鐘

船
舶
海
難
の
原
因
の
う
ち
機
関
故
障
や
燃
料

欠
乏
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
今
年

に
入
り
山
口
県
北
部
海
域
に
お
い
て
も
４
件
の

機
関
故
障
や
燃
料
欠
乏
が
原
因
の
海
難
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
海
難
は
、
出
航
前
に
エ
ン
ジ
ン
関
係

（
オ
イ
ル
、
フ
ィ
ル
タ
ー
等
）、
電
気
関
係
（
バ
ッ

テ
リ
ー
、
電
装
品
等
）、
燃
料
関
係
（
残
燃
料
、
濾

し
器
等
）
な
ど
を
入
念
に
点
検
し
て
い
れ
ば
未
然

に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
冬
の
季
節
風
が
強
く
な
り
、
海
も

時
化
し

け

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
出
航
前

の
点
検
を
確
実
に
行
い
、
海
難
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

「
携
帯
電
話
の
サ
イ
ト
利
用
料
金
（
登
録
料
、

情
報
料
）
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今

日
中
に
連
絡
せ
よ
。
連
絡
が
な
い
場
合
は
法
的

処
置
を
と
る
」
と
い
っ
た
内
容
の
電
子
メ
ー
ル
が

届
い
た
。
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
覚
え
は
な
か
っ

た
が
、
連
絡
し
た
と
こ
ろ
数
万
円
請
求
さ
れ
た
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
つ
い
て
は
、
決

し
て
電
子
メ
ー
ル
で
返
信
し
た
り
電
話
で

連
絡
し
た
り
せ
ず
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し

連
絡
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
今
後
は
連
絡
が

あ
っ
て
も
一
切
、
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
者
は
何
ら
か
の
手
段
に
よ
り
個
人
情
報

を
取
得
し
、
そ
の
情
報
を
元
に
、
無
作
為
に
架
空

の
請
求
書
を
送
り
つ
け
た
り
、
消
費
者
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
が
わ
か
ら
な
く
て
も
、
同
じ
携
帯
電
話

会
社
同
士
で
あ
れ
ば
電
話
番
号
だ
け
で
メ
ー
ル

の
送
受
信
が
出
来
る
仕
組
み
を
悪
用
し
て
メ
ー

ル
し
た
り
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は

送
金
方
法
に
コ
ン
ビ
ニ
の
郵
便
専
用
封
筒
（
エ
ク

ス
パ
ッ
ク
等
）
を
使
う
と
い
っ
た
よ
う
な
新
た
な

手
口
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

心
当
た
り
の
な
い
メ
ー
ル
や
郵
便
物
が
届
い

て
不
審
に
思
っ
た
場
合
は
、
市
役
所
企
画
政
策
課

市
民
活
動
推
進
室
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ Ｑ

架空請求メールが送ら
れてきたときは
架空請求メールが送ら
れてきたときは

12／27（土）13：30～
「チキチキマシン猛レース
炎のジャングルレース」

（50分）

11
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
「
長
門
市

立
図
書
館
新
館
開
館
10
周
年
記
念
行
事
」
と
「
第
４

回
図
書
館
ま
つ
り
」
に
は
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご

来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

清月寺

極楽寺


